


Yグループが今年もコンサー卜を催されるとの ζ とで、

大変錨Lく思います。

卒業された後も杭んで来られたど研績の成果が、長しい

音色となってひびくのを楽 しみにさせていただ きます。

今後もますますよい御活保iをなされますよっ 、お祈 りい

たします。

7"リス女学院大学学長 佐竹 明

本日はお忙しい中、Fグル プのコンサー 卜にお越 し下さいま
して、ありがとうございました。

在学中は、先生Jj;から手とり足とり、音楽教育を受けた私速は、

卒業したその瞬間lから自分の足で音楽を求め歩き始めなければな

りません。本当の音楽の勉強は、ここから出発すると思っており

ます。

fグループは、その様な同窓生i主のお役ι少しでも役立ちたい
と思っております。

今日出掛iの 9人の方々も、一生懸命がんばっております。どう

ぞ己れからも応援をよろしくお願い致します。

F グルー プ
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佐藤友妃子 (第43回卒)

フヰリス女学院大学音楽学部器楽学科卒業。在学中、室内楽、 オ ケス 卜ラ

のタベに出演。神奈川県立音楽堂K於て第65IEJ新入植事会iζ出面。 94年より誼

米、ボストン白ニューイングランド音楽院に留学L、今年S月 修士課程を修
了。 9月には名古屋のザ ・コンサートホ Jり乙て初リサイタル。笠間春子、辛

品i予緒子、ガプリヱル ・チ司ドスの各民に師事。

や今日演奏する作品は、長い間、いつかは弾いてみたし、と憧れていた曲でした。自分がζの曲を初

めて聞いた時の感動を、そのまま伝えることができたら、という願いと、そ白機会が与えられたと

いう感謝をこめて揖奏いたします。

漬 B 郁子 (第44回卒)

フェリス古学院大学音楽学部楽込咋科卒業。同学部ディプロマコ ース睦了。

卒業誠事会に出油。岡島雅興、土田英介の各氏iζ師*0

事H常生活の中で、曲を古いている自分自身が、時iζ全く目1)の空聞におかれて

いるような錯覚を引き起乙 Lます。神経を集中させて、瞬間ひらめいたメロディが音楽としてつな
がりを持った時、私は満足感とともに、非常iζ心地好い孤独感に浸れます。このよつな感情をくり

返し昧わいながら、今日まで作曲を続けてきたのではf品、かと、段近ふと感じるようiζ江りました。

〈届真古 〉 土佐 揖 (首MO匝l卒〉
フェリス女学院短期大学音楽科フル 卜専攻卒業。

同専攻科を経て東京背輩大学ディプロマコ ス修了。

岡崎町l昼、播博細川船三の各氏iζ師事。

秋山とし子 (第45回卒)Primo 

高iHI!紀子(第41回卒)
フェリス女学院短期大学音楽科ピアノ専

攻卒業。東京芸商大学音楽学部楽理科卒業。

塚本ルリ子氏K師事。

フェリス女学院大学音楽学部器楽学科卒業。 器開ますみ、宇野紀子の各氏に

師JjL ピアノデA オを久保浩氏に師事。

辻 玲子 (第45回卒)Second 

7，リス女学院大学音楽学部器楽学科卒輩。中川英伎子、上原興隆の各氏K

肺 sL、ピアノデュオを久保浩氏に師事。

多私達は4年前iζ初めてヒアノデュオを経験して以来、その楽しさにとりつか

ぶ れて今日までまいりました。また楽L'、からζそ美しく演書したくて、おE
いiζ自分の音楽とパートナーの音楽を深く考えあわせる事を学び、そこから音楽による心の伝法の

睡Lさを知る事i乙'.りました。今臼揖奏致Lます作品は、プーランクからは潜刺とした「カプリッ
チョ」、 ラフマニノフの 「組曲第2番」から甘く圭L<、「ロマンス」と情熱的で躍動感あふれる
「タランテラ」、と 三者三樺白盗をしております。これらの作品を充分に楽しんでいただけますよ

う、心をζめて演塞主主します。

黒川真美 (第42回卒)

フェリス宜学院大学音楽学部声楽学科卒業。 1987年より芳野靖夫氏iζ師事し、

声楽を始める。在学中、学内特別策費会に出l1l1。音楽学部副手を経て、 19倒年

より、フェリス女学院大学教務課職員として勤務。



副島ゆり子 (軍42回卒〉ソプラノ

フェリス女学院大学音量学部声量学科卒襲。同学部ディプロマコ ス睡70
在学中.学内特別演奏会、語科書記念演奏会に出演o 19同年8月、スペインでの

買j6日ダロッカ国際古学楽コースに書加。 10月.憤浜シティオペラ「躍笛」に

章子園で出揖。 1田5年3月、横須賀iとてジヲイントリ サイタルを開催。 7月、

鐘倉市主儲白音華会田ソリストとして出演。声棄を小野里暢高.本閲千香子、芳野晴夫の各民tζ師

事。

長ケ部陽子 (第42回卒〉メゾ・ソプラノ

フェリス女学院大学音楽学部声楽学科卒襲。同学部ディプロマコース瞳了。

在学中学内特別演奏会卒輩記念演奏会iζ出演.県立音量宝新人筒費舎に出

演。 二期金オペラスタジオ第四期マスタ クラス草了。二期金オペラスタジオ

白スタジオコンサートに出演。 11月25日に行われる新進オペラ公演 「魔箇JIζ 
童子幽で出演予定。説涯二期金車会員。

場動年前.c ζ山手白丘で、賑やかに歓い、主い、泣き、励まし合い.共K学んだ芳野先生白幼い
ヒヨ コ遣。今、各々自迫を歩きつつ.ふと振り返ると、何も考えず、ひたすら敢に打込めたフェリ

ス時代が、どれ程幸せな、輝いた時だったか実感Lます。
その雄、ヒヨコ連も槽々な経験をしましたが、歌は常iζ心白支えであり続けた白です。

今日は、そんなヒヨコ速の同童会.先生、おしり白額、少Lは取れま したか1!

{伴事者〉

瀬戸山 恵 ピアノ

フュリス女学院大学音牽学部器車学科卒業。同学部ティプロマコース睦70ピアノを掛尭
街、鍋麗貞、久保浩、加納悟郎の茜氏iζ師夢。現在.フェリス女学院大学音量学部副手.

宮内さやか ピアノ

フェリス女学院大学音楽学部器輩学科卒揖。同学部ディプロマコース倍70現在、フェリ
ス女学院)c学音皐学部副手。

柴田由紀子 (描19回卒)

桐朋学園を経てフェリス女学院短期大学音楽科卒、同専攻科倍了。第11.12 
回毎日学生音車コンクール第 1位.樟々は描量的ジャンルで活動を続ける一方.

トラヰアンゲルホール ・プロデュ サ として国内外の演奏家を紹介l.音楽
ファン白拡大に務めている。三宅洋一郎氏に師事。横浜音楽文化協会合員。

熊本美也子 ぼ117回卒〉

フェリス女学院短期大学音華料率、同専攻科睡了。 インディアナ大学.ウィ

ーン事で研摘を積む。室内棄を中心iζ活動を続げている.三宅洋一郎氏に師事。

横浜音楽文化協会会員。フ品リス音楽教室講師。

..パウル・ヒンデミ γ ト〔曲)(1凪5-1部3)が米国亡命中に轡いた5畢章から怠るソナタで、数あ

る中でも傑作の つに第げられている.対位法的な技法を2台のピアノを用いるととにより.おも

Lろさを出している。




